
日 時 演 題 ／ 講 師

第 1 回 H17.10.15
「医療機関の法務及びコンプライアンスについて」

‐病院法務部創設をめざして
講師：井上 清成 氏（弁護士）

第 2 回 H18.1 .28
「刑事訴訟対応」

‐刑事訴訟になる対象の範囲・防止策(手術・入院承諾書)、警察捜査に対する医療スタッフの
対応の仕方、異状死体等届出の判断基準

講師：井上 清成 氏（弁護士）・小嶋 勇 氏（弁護士）

第 3 回 H18.5 .13
「民事訴訟対応」

‐医療過誤訴訟専門部の審理方式、民事の諸事例における事前事後対応の仕方
講師：井上 清成 氏（弁護士）・衞藤 正道 氏（弁護士）

第 4 回 H18.7 .15
「民事介入暴力やストーカー対策・クレーマー対策」

‐刑事的手法と民事的手法
講師：井上 清成 氏（弁護士）・秋元 善行 氏（弁護士）

第 5 回 H18.10.28
「行政対応、マスコミ対応」

‐行政調査、医療法による立入検査、指導及び監査
‐マスコミからみた医療機関、マスコミの取材とは、マスコミへの対応方法

講師：井上 清成 氏（弁護士）・望月 義人 氏（朝日新聞社）・根石英行 氏（弁護士）

第 6 回 H19.1 .20
「個人情報保護法対策、異状死体届出実務対策」

‐施行後の現状を踏まえた個人情報の適切な取扱いなど
‐医師法２１条に定める異状死体届出の判断過程、具体的な届出の仕方など実務ノウハウ

講師：井上 清成 氏（弁護士）・本多 哲哉 氏（弁護士）

第 7 回 H19.4 .21
「労務問題」

‐就業規則・賃金体系の作り方
‐雇用トラブルの法的処理

講師：井上 清成 氏（弁護士）・轟 齊雄 氏（社会保険労務士）・髙下謹壱 氏（弁護士）

第 8 回 H19.7 .14
「経営法務対応、病院倒産を想定して…」

‐倒産の予兆・要因・プロセス・個別対策
‐破産・民事再生手続き

講師：井上 清成 氏（弁護士）・平田 二朗 氏（ﾒﾃﾞｨｶﾙﾌﾞﾚｰﾝ㈱代表取締役）

第 9 回 H19.10.20
「インフォームドコンセント（説明と同意）の対処法」

‐説明の仕方、同意の取り方(法的効力について)、医師の説明義務に関する法的解釈
講師：井上 清成 氏（弁護士）

第10回 H20.1 .19
「院内暴力・暴言について、苦情処理ノウハウについて」

‐犯罪累計、クレームの型、ＡＤＲの活用
講師：井上 清成 氏（弁護士）

第11回 H20.2 .23
「リスクマネジメントについて」

‐医療事故について病院で実践すべきこと
講師：井上 清成 氏（弁護士）・松崎 道男 氏（虎の門病院 医療安全対策質 前室長）

第12回 H20.11.29
「医師の労務管理」

‐医師は労働者か？
講師：井上 清成 氏（弁護士）・髙下 謹壱 氏（弁護士）

第13回 H23.2 .26
「患者クレーム・医師法21条異状死・事故調等の法的対応」

‐法的観点を踏まえた現場対応マニュアル・規約
講師：井上 清成 氏（弁護士）

北九州「病院法務セミナー」演題 【会場：リーガロイヤルホテル小倉・小倉興産KMMビル】

セミナー開催実績

医療法務セミナー

セイコーメディカルブレーン株式会社



東京「病院法務セミナー」演題 【会場：㈱毎日コミュニケーションズ マイナビルーム】

日 時 演 題 ／ 講 師

第 1 回 H19.6 .30
「総論」

‐医療機関の法務及びコンプライアンスについて、法務対応に関する危機管理～あなたの病院
は万全ですか

講師：井上 清成 氏（弁護士）

第 2 回 H 1 9 . 9 . 8
「刑事訴訟対応」

‐捜査と公判手続きの流れ､警察捜査への具体的対応方法､異状死体等届出の仕方
講師：井上 清成 氏（弁護士）・衞藤 正道 氏（弁護士）

第 3 回 H19.12 .8
「民事訴訟対応」

‐医療過誤の判断基準、民事対応の方法
講師：井上 清成 氏（弁護士）・小野 英明 氏（弁護士）

第 4 回 H20.3 .15
「院内暴力・暴言について、苦情処理ノウハウについて」

‐法的対応の基礎知識、法的対応の具体的ノウハウ
講師：井上 清成 氏（弁護士）・小嶋 勇 氏（弁護士）

第 5 回 H20.6 .14
「マスコミ対応」

‐マスコミの姿勢と体制
‐病院の対応手順と体制

講師：井上 清成 氏（弁護士）・鯨岡 秀紀 氏（毎日新聞 社会部副部長）

第 6 回 H 2 0 . 9 . 6
「通称＜医療安全調査委員会＞について」

‐厚労省第三次試案に至るまでの経過について
‐第三次試案を法律家からみて

講師：井上 清成 氏（弁護士）・岡井 崇 氏（昭和大学医学部産婦人科 教授）

第 7 回 H20.12 .6
「医師をめぐる労務問題」

‐医師の労働実態を法的にみて
講師：井上 清成 氏（弁護士）・髙下 謹壱 氏（弁護士）

第 8 回 H21.4 .25
「“院内”事故調査委員会について」

‐厚労省試案、運営指針研究の動向
‐院内事故調査委員会運営規則（モデル私案）、院内事故調査委員会を巡る裁判例

講師：井上 清成 氏（弁護士）

第 9 回 H21.9 .12
「リスクマネジメントについて」

‐インフォームドコンセントと総集編
講師：井上 清成 氏（弁護士）

第10回 H21.12 .5
記念特別企画「医師の刑事訴追」

‐院内事故調査委員会について
講師：佐藤 一樹 氏（元東京女子医科大学日本心臓血圧研究所循環器小児外科助手）

小松 秀樹 氏（虎の門病院泌尿器科部長）・井上 清成 氏（弁護士）

福岡「病院法務セミナー」演題 【会場：A.R.Kビル大ホール】

日 時 演 題 ／ 講 師
H25.10.19 「救急医療・病院はどう対処したらいいのか？」

講師：井上 清成 氏（弁護士）・本田 宏 氏（医師）・中澤 堅次 氏（医師）

広島「医療法務セミナー」演題 【会場：グランドインテリジェントホテル】

日 時 演 題 ／ 講 師
H 2 7 . 9 . 5 「医療事故調査制度の施行に備えて各医療機関が準備しておくこと」

講師：井上 清成 氏（弁護士）・根石 英行 氏（弁護士）

セイコーメディカルブレーン株式会社



大阪「医療法務セミナー」演題 【会場：大阪コロナホテル・ハートンホテル心斎】

日 時 演 題 ／ 講 師

第 1 回 H24.5 .19
医療法務セミナー開催記念講演
「医療事故、事件と医療報道・警察捜査・事故調査の在り方」
講師：井上 清成 氏（弁護士）・梅村 聡 氏（医師、参議院議員）

第 2 回 H 2 4 . 9 . 8 「インフォームド・コンセントの対処法」
講師：井上 清成 氏（弁護士）・青木 節子 氏(医療接遇・社員研修インストラクター)

第 3 回 H 2 5 . 2 . 2
「健康保険法と行政指導・監査・処分」
講師：井上 清成 氏（弁護士）・溝部 達子 氏（みぞべこどもクリニック院長）

梅村 聡 氏（医師、参議院議員）

第 4 回 H 2 5 . 6 . 8
「医療事故と刑事訴訟・民事訴訟」
講師：井上 清成 氏（弁護士）・山崎 祥光 氏（医師、弁護士）

小島 崇宏 氏（医師、弁護士）

第 5 回 H25.10.12
「医療事故・事件とマスコミ対応」
講師：井上 清成 氏（弁護士）

奧野 敦史 氏（株式会社毎日新聞社 コンテンツ事業本部 副部長）

第 6 回 H26.1 .25 「医療事故調査制度の在り方とその対応」
講師：井上 清成 氏（弁護士）・梅村 聡 氏（医師、前参議院議員）

四国「医療法務セミナー」演題 【会場：サンポートホテル高松】

日 時 演 題 ／ 講 師

第 1 回 H25.4 .20
「医療事故、事件と医療報道・警察捜査・事故調査の在り方／

医療事故と刑事訴訟・民事訴訟」
講師：井上 清成 氏（弁護士）

第 2 回 H25.11.16 「医療事故調査制度の在り方とその対応について」
講師：井上 清成 氏（弁護士）・橋本 岳 氏（衆議院議員）・秋山 正史 氏（医師）

第 3 回 H26.5 .31
「医療事故調査制度における病医院の具体的な対応／

インフォームド・コンセントの対処法／
医療機関におけるカルテ・看護記録等の記載」

講師：井上 清成 氏（弁護士）・山崎 祥光 氏（医師、弁護士）

第 4 回 H26.11.15 「患者クレーム、院内暴力・暴言への対処、未収金の法的対応について」
講師：井上 清成 氏（弁護士）・衛藤 正道 氏（弁護士）・小野 英明 氏（弁護士）

第 5 回 H 2 7 . 5 . 9
「医療事故調査制度の施行、医療機関は具体的に

どのような準備、対応をしたら良いのか？」
講師：井上 清成 氏（弁護士）・小田原 良治 氏（医師）・坂根 みち子 氏（医師）

第 6 回 H28.2 .20

「クライシス・ガバナンス（危機監理の自己統治）
～医師法２１条、医療事故調査制度、ﾏｽｺﾐ・警察・遺族、患者のｸﾚｰﾑ・内部告発、

診療報酬改定などへの対応～」
講師：井上 清成 氏（弁護士）・橋本 岳 氏（衆議院議員）・木下 博之 氏（法医学・教授）

秋山 正史 氏（医師）・平尾 麻里 氏（看護師）

第 7 回 H29.10.14
「マスコミ・行政・警察への対応
～取材・記者会見、適時調査・行政指導、事情聴取・警察捜査への対応方法～」
講師：井上 清成氏（弁護士）

セイコーメディカルブレーン株式会社



医療経営労務管理セミナー

クリニックの院長や病院の経営者、労務管理部門、管理職向けの企画として具体的に講演をしていただきます。

日 時 演 題 ／ 講 師

第 1 回 H 2 5 . 9 . 7 「就業規則」

第 2 回 H26.2 .15 「モチベーションを高める賃金制度の考え方」

第 3 回 H26.11.29 「良い人材を集めるための採用戦略と労務トラブルを起こさない採用実務」

【会場：リーガロイヤルホテル小倉】

接遇セミナー

定期的に開催しております。

演 題：「医療人としての基本姿勢と接遇マナー」
講 師：野村 ひとみ 氏（野村OFFICE 主宰）
場 所：北九州市
主 催：セイコーメディカルブレーン株式会社
協 賛：九州東邦株式会社

セイコーメディカルブレーン株式会社



フォーラム・シンポジウム開催実績

医療の安全フォーラム

日 時：平成１８年１０月８日
場 所：有楽町朝日ホール
主 催：メディカルブレーン株式会社
後 援：日本医師会
特別協賛：株式会社毎日コミュニケーションズ

■基調講演
「日本の医療のあり方について」
－持続可能な医療提供体制を維持するために－
日本医師会 会長 唐澤 祥人 氏

■トークショー
「医療制度改革の光と陰」

参議院議員：武見 敬三 氏・西島 英利 氏

■シンポジウム
「最近の医療裁判事例から」

司会 虎の門病院 医療安全対策室長 松崎 道男 氏
樋口産婦人科医院 院長 樋口 正俊 氏
日本小児救急医学会 理事長 市川 光太郎 氏
医療法務弁護士グループ代表・弁護士 井上 清成 氏
参加人数：約４００名

今後の医療政策

日 時：平成２１年１２月１１日
場 所：株式会社毎日コミュニケーションズ マイナビルーム
主 催：株式会社毎日新聞社
企 画：メディカルブレーン株式会社

■挨 拶 厚生労働大臣政務官 足立 信也 氏

■基調講演 文部科学副大臣 鈴木 寛 氏

■シンポジウム 司会 医療法務弁護士グループ代表・弁護士 井上 清成 氏
文部科学副大臣 鈴木 寛 氏
参議院議員・医師 梅村 聡 氏
東京大学医科学研究所特任准教授 上 昌広 氏
東京フィールド法律事務所・弁護士 境田 正樹 氏

セイコーメディカルブレーン株式会社



「診療報酬の行方」～ どうなる！？診療報酬制度のながれ ～

「検証・医療報道の在り方」／「災害時医療と報道」緊急副題「災害時医療と報道」

日 時：平成２３年５月７日
場 所：株式会社毎日コミュニケーションズ マイナビルーム
主 催：メディカルブレーン株式会社
後 援：株式会社毎日コミュニケーションズ

東邦ホールディングス株式会社

日 時：平成２２年１月２４日
場 所：株式会社毎日コミュニケーションズ マイナビルーム
主 催：NPO法人医療制度研究会
後 援：株式会社毎日コミュニケーションズ

メディカルブレーン株式会社

■総合司会 NPO法人医療制度研究会副理事長・済生会栗橋病院副院長 本田 宏 氏

■挨 拶 厚生労働大臣 足立 信也 氏
文部科学副大臣 鈴木 寛 氏

■指定発言 医療法務弁護士グループ代表・弁護士 井上 清成 氏

■講 演 民主党の検討内容 参議院議員・医師 梅村 聡 氏
中医協の検討内容 中医協医院 鈴木 邦彦 氏

■まとめ・全体の流れ 東京大学医科学研究所 特任准教授 上 昌広 氏

■基調講演Ⅰ 「岩手県の内陸からみた、被災した岩手・宮城・福島の沿岸の病院の状況」
岩手県立病院医師連合会 会長 加藤 博孝 氏

■基調講演Ⅱ 「検証・医療報道の在り方」「災害時医療と報道」
医療法務弁護士グループ代表・弁護士 井上 清成 氏

■シンポジウム 司会 医療法務弁護士グループ代表・弁護士 井上 清成 氏
ジャーナリスト 辰濃 哲郎 氏
医師・参議院議員 梅村 聡 氏
医師・自治医科大学教授 尾身 茂 氏

セイコーメディカルブレーン株式会社



「医療事故・事件と医療報道」副題「東日本大震災 双葉病院事件の真実」

「『医療事故調査制度』法制化に伴う対応」

■基調講演Ⅰ 「医療事故・事件とマスコミ対応」
医療法務弁護士グループ代表・弁護士 井上 清成 氏

■基調講演Ⅱ 「東日本大震災 双葉病院事件の真実」
ノンフィクション作家 森 功 氏

■シンポジウム 司会 医療法務弁護士グループ代表・弁護士 井上 清成 氏
医師・参議院議員 梅村 聡 氏
ノンフィクション作家 森 功氏
医療法人博文会 双葉病院 医師 杉山 健志 氏
日本精神科病院協会 常務理事 松田 ひろし 氏

■基調講演Ⅰ 「医療事故調査制度の問題点と対策」
医療法務弁護士グループ代表・弁護士 井上 清成 氏

■基調講演Ⅱ 「医療事故調査制度の問題点と日医の立場」
医師・参議院議員 羽生田 俊 氏

■基調講演Ⅲ 「医療事故調査制度法制化の経過」
衆議院議員 橋本 岳 氏

■基調講演Ⅳ 「医療事故調査制度の今後」
歯科医師・参議院議員 石井 みどり 氏

シンポジウム 司会 医療法務弁護士グループ代表・弁護士 井上 清成 氏
医師・参議院議員 羽生田 俊 氏
衆議院議員 橋本 岳 氏
歯科医師・参議院議員 石井 みどり 氏

日 時：平成２３年１１月５日
場 所：株式会社マイナビ マイナビルーム
主 催：セイコーメディカルブレーン株式会社
後 援：東邦薬品株式会社、株式会社マイナビ

日 時：平成２６年５月２４日
場 所：株式会社マイナビ マイナビルーム
主 催：セイコーメディカルブレーン株式会社
後 援：株式会社マイナビ

株式会社毎日新聞社
東邦ホールディングス株式会社

セイコーメディカルブレーン株式会社



「医療事故調査制度の施行、病院・診療所は
具体的にどのような準備、対応をしたら良いか？」

■基調講演Ⅰ 「厚生労働省検討会で出てきた問題点」
医師 小田原 良治 氏

■基調講演Ⅱ 「発足に当たり実務上の留意点と対応策」
医師 満岡 渉 氏

■基調講演Ⅲ 「創設に至る議論と問題点」
医療法務弁護士グループ代表・弁護士 井上 清成 氏

■シンポジウム 「「医療事故調査制度」への各施設が取るべき具体的な対応と来年４月の見直しに向けて」
司会 医療法務弁護士グループ代表・弁護士 井上 清成 氏
医師 小田原 良治 氏
医師 満岡 渉 氏

日 時：平成２７年７月１８日
場 所：TKP博多駅前シティセンター
主 催：セイコーメディカルブレーン株式会社
後 援：九州東邦株式会社

セイコーメディカルブレーン株式会社



その他フォーラム

いい医療にめぐりあうために ―介護と医療のスムースな連携―

日 時：平成１７年１２月１１日
場 所：北九州芸術劇場
主 催：市民フォーラム実行委員会
後 援：北九州市
協 賛：医療法人共愛会／メディカルブレーン株式会社

命の大切さを考えるフォーラム

■基調講演 「スウェーデンにみる介護福祉事情」
スウェーデン福祉研究所 日本代表 グスタフ・ストランデル氏

■第一部 「スウェーデンの最新情報 ～認知症治療の現場より」
雁の巣病院 副院長 医学博士 鹿井 博文 氏

■第二部 「なぜ今、地域医療支援病院が必要か？」
参議院議員・精神科医 西島 英利 氏
インタビュアー 加藤 タキ 氏

日 時：平成２１年３月２４日
場 所：毎日ホール
主 催：毎日新聞社
特別後援：スウェーデン大使館
後 援：厚生労働省

日本医師会
日本精神科病院協会
日本精神科看護技術協会
日本精神保健福祉士協会

協 賛：グラクソ・スミスクライン株式会社
企 画：メディカルブレーン株式会社

■挨 拶 スウェーデン高齢者福祉・国民健康担当大臣 マリア・ラーション 氏

■基調講演 「日本の自殺予防対策の取り組み」
参議院議員・精神科医 西島 英利 氏

■講演・パネルディスカッション コーディネーター：毎日新聞社 科学環境部長 斗ケ沢 秀俊 氏
日本福祉大学教授・スウェーデン福祉研究所CEO 訓覇 法子 氏

「日本の精神科医療におけるうつ病及び自殺予防の取り組み ～久留米大学での試みも含め～」
久留米大学医学部精神神経科学教室 講師 恵紙 英昭 氏

「我が国における自殺予防対策の概要」
厚生労働省 社会・援護局障害保健福祉部 精神・障害保健課長 福島 靖正 氏

「『高齢者介護における尊厳と尊重』に関する政府政策」
ヴォーダル財団CEO トールビョーン・ラーション 氏

「高齢者のうつ病～リスクファクター・管理・結果～」
イエーテボリ大学サーグレンスカ・アカデミー准教授 イングヴァル・カールソン 氏

セイコーメディカルブレーン株式会社



「認知症ケアの未来像」～認知症の診断・治療・介護のありかた～

日 時：平成２１年３月２５日
場 所：全電通ホール
主 催：毎日新聞社
特別後援：スウェーデン大使館
後 援：厚生労働省

日本医師会
日本精神科病院協会
日本精神科看護技術協会
日本精神保健福祉士協会
ぼけ予防協会

企 画：メディカルブレーン株式会社

■挨 拶 スウェーデン高齢者福祉・国民健康担当大臣 マリア・ラーション 氏

■基調講演 「日本の認知症対策 ～特に医療介護の取り組み～」
参議院議員・精神科医 西島 英利 氏

■講演・パネルディスカッション コーディネーター：毎日新聞社 科学環境部長 斗ケ沢 秀俊 氏
「認知症患者と家族を支援する補助技術」

スウェーデン補助器具研究所(SIAT) 作業療法士 インゲラ・モーソン 氏
「日本における認知症の診断と治療の現状、認知症疾患センターの取り組みについて」

熊本大学大学院医学薬学研究部 脳機能病態学分野(神経精神科) 教授 池田 学 氏
「日本での認知症に対するこれまでの取り組みと今後の課題」

厚生労働省 老健局老人保健課長 鈴木 康裕 氏
「認知症ケアの質、そして家族支援の質をいかに向上させるか」

シルビアホーム財団CEO ヴィルヘルミーナ・ホフマン 氏
「いかにして認知症治療の研究を発展させてゆくか」

ウメオ大学 教授 グスタフ・ブフト 氏

セイコーメディカルブレーン株式会社
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